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第 2 章では，時変および符号間干渉伝送路において，適応等化器の一つである最尤系列推定 (MLSE) の追随特性の
改善を目的とした，伝送路推定を組込んだ適応形の MLSE について述べている。この適応形 MLSE の伝送路推定手法
としては，ビタビアルゴリズムの各ステートにつながる生き残りパスに従って伝送路推定を行う手法(以後，ステー
ト毎の伝送路推定と略)を提案し，実験と計算機シミュレーションにより，本手法の有効性を確認している。



















(2) 等化とピタピ復号のトレリスを結合したタイプの MLSE に，ステート毎の伝送路推定を適用することにより，プ
ラインド等化器を実現できること，ならびに高速フェージング下での特性を大幅に改善できることを明らかにして
いる。
(3) 搬送波再生を取組んだ適応形ピタピ復号器を考案し，ライスフェージング下で有効に作動することを明らかにし
ている。
(4) シンボル周期を推定するシーケンシャルループフィルタを提案し，論理回路のみによる簡潔な回路構成手法を明
らかにすると共に，これを用いることによる量子化ディジタル PLL が優れたジッタ特性を有することを示してい
る。
(5) 周期性雑音に対する適応除去法を考案し，高速動作を目的とするアルゴリズムを開発している。
以上のように本論文は，高信頼のディジタル伝送システム実現のための適応フィルタ技術に関して多くの知見を得
ており，通信工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
